様式　１

令和８年度名古屋市立大学国際学会発表等支援事業　申請書
	提出年月日　　　　年　　月　　日


名古屋市立大学　学長　様
国際学会での発表等にあたり、以下のとおり申請します。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フリガナ),申請者氏名)
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

	学籍番号(学生のみ)
	

	所　　　属
	研究科　　　　　　　課程　　　年（　　　　　　　　　　　　　　）

※（　　）内には、専攻・分野・領域・系列等を記入

	連絡先
	現住所：　〒　　　－　　　　　　　　　　　　　自宅最寄駅（　　　　　　　）
電話番号：　　　　（　　　　）　　　　　　　　　学内連絡先　内線（　　　　）
E-mail：


【申請区分】国際学会発表
	国際学会の名称
	

	国際学会の主催者
	

	開催地
	〈国　名〉　　　　　　　　　　　〈都市名〉

	開催期間
	　　　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　　年　　　月　　　日

	参加期間
	　　　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　　年　　　月　　　日

	発表予定演題
	〈和訳〉

	発表形式
	1. 口頭発表　2. ポスターセッション　3. その他（使用言語：　　　　）


【申請区分】共同研究・研究指導
	受入大学
	

	受入研究者
	〈所属〉　　　　　　　　　　　　〈職名〉
〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 9(フリガナ),氏名)〉

	大学の所在国
	〈国　名〉

	研究課題
	〈和訳〉

	現地滞在期間
	　　　　　　年　　　月　　　日　～　　　　　　年　　　月　　　日

	指導を受ける内容・
実際に行う研究内容
(300字程度でご記入下さい)
	


【共通】
	期間（日本出発日～帰着日）
	年　　　月　　　日　～　　　　　　年　　　月　　　日

	渡航・
滞在計画
	月 日
	出発地
	経　路
	到着地
(含む機中泊)
	宿泊地
	用　務

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	申請理由及び
意義
	研究者をめざすうえでどういう意義があるか等を記入してください。



	旅費
	航空賃
	鉄道賃
	宿泊料

	
	円

（経路・内訳）
	国内移動

円

国外移動

円
	宿泊地：
円×　　 日
※実費額を記載すること。宿泊地ごとに定められた１泊あたり宿泊料上限を超えて支給することは原則できないため、別表の料金表を必ず確認すること。

	
	計円
	計円
	計円

	学会参加費
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	合計
	円


	他団体助成等
（科研費以外）※
	助成団体名（大学費の場合は不要）
	助成金等の名称
	助成・合算（予定）額

	
	
	
	

	
	
	
	

	科研費負担
	1.　無　　　　　　2.　有（　　　　　　　　　　円）　　


※他機関より同様の支援を受ける（予定）場合又は外部資金（学術奨励寄附金等）や大学費（教員研究費、目的積立金等）による合算がある場合に記入
※当事業の不足分全額を合算精算する場合には「助成・合算（予定）額」欄に「不足分」と記載すること
～～以下、事務局使用欄～～

	決定額
	円
	
	課長
	課長補佐
	担当者

	
	
	
	
	
	


№　　　　　
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